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全
国
の
公
立
学
校
の
耐
震
調
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書

文
部
科
学
省
は
去
る
七
月
二
十
一
日
、
今
年
四
月
一
日
現
在
の
全
国
の
公
立
学
校
の
耐
震
調
査
の
結
果
を
発
表
し
、
耐
震
性

が
確
保
さ
れ
た
施
設
の
耐
震
化
率
は
七
十
三
・
三
％
で
、
前
年
比
六
・
三
ポ
イ
ン
ト
増
だ
っ
た
。
し
か
し
、
耐
震
化
率
は
自
治

体
ご
と
に
開
き
が
あ
り
、
六
割
に
満
た
な
い
自
治
体
も
あ
っ
た
。

地
震
発
生
率
の
高
い
我
が
国
に
お
い
て
、
災
害
時
の
安
全
性
完
全
確
保
に
む
け
て
耐
震
化
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

今
回
と
同
様
に
、
全
国
の
私
立
学
校
の
耐
震
調
査
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

二

今
回
の
調
査
で
、
耐
震
性
が
不
十
分
か
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
な
い
施
設
が
三
万
三
千
百
三
十
四
棟
（
前
年
比
八
千

七
十
二
棟
減
）
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
う
ち
震
度
六
強
の
地
震
で
倒
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
建
物
が
七
千
四
百
九
十
八
棟
あ

り
、
前
年
よ
り
百
八
十
九
棟
増
え
て
い
る
状
況
を
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

三

公
立
小
中
学
校
等
施
設
の
耐
震
化
の
推
進
予
算
は
、
自
公
政
権
時
の
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
二
千
五
百
八
十
八
億
円

に
比
べ
、
今
年
度
予
算
は
千
六
百
八
十
二
億
円
と
平
成
十
九
年
度
以
降
で
最
も
少
な
い
。
自
治
体
か
ら
は
、
高
校
授
業
料
無

償
化
の
影
響
な
ど
で
予
算
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
耐
震
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
菅

一



内
閣
の
見
解
如
何
。

四

三
に
関
連
し
、
こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
、
全
国
の
自
治
体
に
お
い
て
、
耐
震
化
を
促
し
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
、
国
は
、
今
後
私
立
学
校
も
含
め
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
高
校
授
業
料
無
償
化
は
今
後
も
続

行
す
る
の
か
。

五

自
公
政
権
時
の
平
成
二
十
年
六
月
、
「
地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
」
を
一
部
改
正
し
、
危
険
度
の
高
い
施
設
に
は
、
国

が
三
分
の
二
ま
で
補
助
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
が
、
予
算
措
置
の
有
効
期
限
は
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。
従
っ
て
予
算
措
置
は
本
年
度
で
最
後
に
な
り
、
従
来
の
補
助
率
二
分
の
一
に
戻
る
こ
と
に
つ
い
て
、
菅
内
閣
の
見

解
如
何
。

六

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
と
鳩
山
前
首
相
は
強
調
し
た
が
、
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
必
要
な
し
と
す
る
路
線
を
、
今
後
も
引
き
継
い
で
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
方
針
如
何
。

七

今
回
の
調
査
で
、
耐
震
化
率
が
低
い
と
と
も
に
、
避
難
勧
告
発
令
基
準
策
定
状
況
が
遅
れ
て
い
る
自
治
体
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


